
2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

教科に関する調査結果から 

 
 
 

Ⅱ 札幌の子どもの「学力」と「学習意欲等」について 
～ 結果の全体概要 ～ 

■ 

学 

力 

■ 
■ 

学 

習 

意 

欲 

等 

■ 

◆知識・技能の定着については、小学校国語（漢字を書くことなど）、算数（小

数の計算など）に継続的な課題。（一部の問題で、全国平均正答率を下回る状況）  

◆「活用」に関しては、中学校で全国平均正答率を上回る問題が見られている。

一方、「与えられた条件を基に筋道を立てて考え、記述すること」や「事実を

基にして自分の考えをもつこと」などの問題で、全国と同様に誤答率・無解

答率が高い状況が見られ、小・中学校ともに課題。  

■読書が好きな子どもの割合は増加し、全国平均より高い状況。   

 Ｈ19年度：小 72.0％（71.3％） 中 66.5％（67.9％）  

 Ｈ25年度：小 74.5％（72.1％） 中 76.3％（70.1％）  

 

■難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している子どもの割合は増加してい

るが、全国平均より低い状況。    
 

 Ｈ19年度：小 69.8％（72.3％） 中 62.7％（62.0％）  

 Ｈ25年度：小 71.2％（75.0％） 中 65.7％（66.8％）  

 

■将来の夢や目標をもっている子どもの割合は増加しているが、全国平均より

低い状況。 
 

 Ｈ19年度：小 81.5％（83.7％） 中 69.2％（70.7％）  

 Ｈ25年度：小 85.7％（87.7％） 中 71.5％（73.5％）  

※（ ）内は全国平均    

【小学校】 

国語、算数の問題Ａ、Ｂいずれも、 

全国平均正答率と「ほぼ同程度」 

【中学校】 

国語、数学の問題Ａ、Ｂいずれも、 

全国平均正答率と「ほぼ同程度」 

※問題Ａ…主として「知識」に関する問題、問題Ｂ…主として「活用」に関する問題（詳しくはＰ１を参照のこと） 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内。 

児童生徒に対する質問紙調査結果から 

※「下回る」は、全国の平均正答率と比較して３.１ポイント以上、下回る状況。 

※「上回る」は、全国の平均正答率と比較して３.１ポイント以上、上回る状況。 


